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本消化器外科学会総会．2016，7，15．PROGRAM 163．

17 井手貴雄，堀田千恵子，新川智彦，田中智和，上田純二，能城浩和：肝予備能不良肝細胞癌に対す
る腹腔鏡下肝切除術．第26回九州内視鏡下外科手術研究会．2016，9，3．プログラム抄録集 32．

18 井手貴雄，田中智和，上田純二，能城浩和：腹腔鏡下肝切除における安全確実な肝切離手技．第78
回日本臨床外科学会総会．2016，11，26．第78回総会日程・抄録 514．

19 井手貴雄，田中智和，上田純二，能城浩和：一般演題203 肝 肝予備能不良例 肝硬変併存肝細
胞癌に対する腹腔鏡下肝切除術．第29回日本内視鏡外科学会総会．2016，12，10．プログラム．

20 池田 貯，松藤祥平，堀田千恵子，奥山佳一郎，古賀浩木，姉川 剛，三好 篤，隅 健次，田中
聡也，北原賢二，佐藤清治：腹腔鏡下胃全摘術における食道空腸機能的端々吻合の工夫～自動縫合
器を用いた安全で確実な共通孔閉鎖術．第88回日本胃癌学会総会．2016，3，19．第88回日本胃癌
学会総会記事 469．

21 池田 貯，久保 洋，古賀浩木，姉川 剛，三好 篤，隅 健次，田中聡也，北原賢二，佐藤清治：
一般演題（ポスター）胃：鏡視下手術5（胃全摘）腹腔鏡下胃全摘術における食道空腸機能的端々
吻合の工夫～自動吻合器を用いた安全で確実な共通孔閉鎖手技～．第71回日本消化器外科学会総会．
2016，7，15．PROGRAM 146．

22 池田 貯，内川和也，前田佐知子，梶原脩平，久保 洋，平木将紹，姉川 剛，三好 篤，田中聡
也，北原賢二，佐藤清治：一般演題66 胃癌リンパ節郭清4腹腔鏡下胃全摘術における脾温存リン
パ節郭清～膵上縁左側遠位先行郭清と胃横隔間膜切離による術野展開～．第29回日本内視鏡外科学
会総会．2016，12，10．プログラム．

23 池田翔太，神谷尚彦，古賀智子，山田浩平，黒木英男，鮫島隆一郎，酒井 正，井久保丹，田淵正
延，湯ノ谷誠二：一般演題155 胆のう 教育・その他 腹腔鏡下胆嚢摘出術におけるクリニカル
パス逸脱症例の検討．第29回日本内視鏡外科学会総会．2016，12，10．プログラム．

24 池田翔太，井久保丹，古賀智子，山田浩平，黒木英男，鮫島隆一郎，神谷尚彦，酒井 正，田渕正
延，湯ノ谷誠二：NAC後に治癒切除を行い術後13年目に癌性腹膜炎を来たした胃癌の1例．第78
回日本臨床外科学会総会．2016，11，24‐25．日本臨床外科学会雑誌 77巻増刊 931．

25 ＊井久保丹，古賀智子，鶴 安浩，山田浩平，神谷尚彦，酒井 正，鮫島隆一郎，湯ノ谷誠二，田渕
正延，加藤雅人：抗がん剤による間質性肺炎の検討．第116回日本外科学会定期学術集会．2016，
4，14‐16．日程号 PS‐198‐4．

26 ＊井久保丹，古賀智子，鶴 安浩，山田浩平，神谷尚彦，酒井 正，鮫島隆一郎，田渕正延，加藤雅

―6―



人，湯ノ谷誠二：消化器領域における同時性，異時性の重複癌．第71回日本消化器外科学会総会．
2016，7，14‐16．PROGRAM P2‐11‐2．

27 岩崎寛智，古賀靖大，中村宏彰，三宅修輔，野村明成，能城浩和：一般演題（ポスター）大腸：手
術術式8（ISR）当院における括約筋間直腸切除術の手術手技および治療戦略．第71回日本消化器
外科学会総会．2016，7，15．PROGRAM 117．

28 岩﨑寛智，與田幸恵，松藤祥平，伊藤孝太朗，江川紀幸，江戸 都，田中智和，三宅修輔，中村
淳，井手貴雄，古賀靖大，池田 貯，野村明成，上田純二，能城浩和：腹腔鏡手術後食道裂孔ヘル
ニアに対する腹腔鏡下修復術．第26回九州内視鏡下外科手術研究会．2016，9，3．プログラム抄
録集 49．

29 ○甲斐敬太，與田幸恵，能城浩和，相島慎一：胃癌外科切除標本におけるHER‐2発現とホルマリン
固定時間の関連性の検討．第105回日本病理学会総会．2016，5，12‐14．日本病理学会会誌 105
巻1号 493．

30 梶原修平，池田 貯，内川和也，前田佐知子，久保 洋，平木紹紹，姉川 剛，三好 篤，田中聡
也，北原賢二，佐藤清治：一般演題34 大腸悪性（体腔内吻合）手術手技～より安全より低侵襲な
手術を目指して～腔内吻合を伴った完全腹腔鏡下結腸切除術．第29回日本内視鏡外科学会総会．
2016，12，10．プログラム．

31 ○柏田知美，與田幸恵，能城浩和：StageII，III 食道癌に対する切除有無別の治療成績．第70回日本
食道学会学術集会．2016，7，6．プログラム 211．

32 古賀浩木，甲斐敬太，相島慎一，山地康大郎，井手貴雄，上田純二，能城浩和：一般演題（67）肝
臓 肝細胞癌－3 喫煙は非Ｂ非Ｃ肝細胞癌の独立した術後予後不良因子である：オカルトHBV
感染を含めた発癌リスクファクターの分析．第116回日本外科学会定期学術集会．2016，4，14．
日程号．

33 古賀浩木，三好 篤，北原賢二：発熱を契機に発見された肝未分化癌の一例．第28回日本肝胆膵外
科学会・学術集会．2016，6，2‐4．プログラム集．

34 古賀靖大，野村明成，三宅修輔，與田幸恵，平木将紹，能城浩和：Stage Ⅳ大腸癌における細分類
の意義．第84回大腸癌研究会．2016，1，15．プログラム抄録集 36．

35 古賀靖大，野村明成，三宅修輔，岩崎寛智，與田幸恵，能城浩和：ワークッショプ17 他臓器浸潤
を伴う進行大腸癌に対する腹腔鏡手術の治療成績．第71回日本消化器外科学会総会．2016，7，15．
PROGRAM 93．

36 古賀靖大，野村明成，三宅修輔，松永壮人，能城浩和：多臓器浸潤を伴う進行大腸癌に対する腹腔
鏡手術の治療成績．第26回九州内視鏡下外科手術研究会．2016，9，3．プログラム抄録集 44．

37 古賀靖大，野村明成，三宅修輔，松永壮人，能城浩和：大腸癌イレウスに対する大腸ステントを用
いた腸管減圧治療の有用性．第78回日本臨床外科学会総会．2016，11，24．第78回総会日程・抄録
558．

38 古賀靖大，野村明成，三宅修輔，松永壮人，能城浩和：一般演題52 結腸悪性（横行・下行）手術
手技3 左側横行～下行結腸進行癌に対する腹腔鏡手術．第29回日本内視鏡外科学会総会．2016，
12，8．プログラム．

39 古賀靖大，野村明成，三宅修輔，松永壮人，能城浩和：ワークショップ28 再発大腸癌に対する腹
腔鏡下手術の挑戦 WS28‐2局所再発大腸癌に対する腹腔鏡手術．第29回日本内視鏡外科学会総
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会．2016，12，10．プログラム．
40 河野 博，與田幸恵，岩崎寛智，平木将紹，古賀靖大，野村明成，上田純二，能城浩和：高齢者胃

癌症例に対する腹腔鏡下幽門側胃切除術後Billroth Ⅱ法再建についての検討．第116回日本外科学
会定期学術集会．2016，4，14．日程号．

41 久保 洋，内川和也，前田佐知子，梶原修平，平木将紹，姉川 剛，池田 貯，三好 篤，田中聡
也，北原賢二，佐藤清治：一般演題142 TAPP手術手技3 腹腔鏡下鼠経ヘルニア修復術（TAPP
法）における手術手技と治療成績．第29回日本内視鏡外科学会総会．2016，12，10．プログラム．

42 前田佐知子，中村 淳，江戸 都，森川 綾，菊池 守，佐藤博文，能城浩和：豊胸術後乳癌に対
する根治性と整容性の両立を追求した治療戦略．第24回日本乳癌学会学術総会．2016，616‐18．プ
ログラム抄録集 640．

43 松永壮人，古賀靖大，田中 太，山口友範，三宅修輔，野村明成，能城浩和：一般演題70 大腸悪
性 その他 治療成績 OS70‐1 虫垂粘液性嚢胞腺腫に対する腹腔鏡下手術．第29回日本内視鏡
外科学会総会．2016，12，10．プログラム．

44 三宅修輔，古賀靖大，能城浩和：ポスターセッション（196）腹壁・ヘルニア・基礎・臨牀－2
腹腔鏡下腹壁瘢痕ヘルニア手術のポイント．第116回日本外科学会定期学術集会．2016，4，16．
日程号．

45 三宅修輔，平木将紹，古賀靖大，能城浩和：一般演題（ビデオ）ヘルニア 腹腔鏡下腹壁瘢痕ヘル
ニア手術の定型化に向けて．第71回日本消化器外科学会総会．2016，7，15．PROGRAM 102．

46 三宅修輔，古賀靖大，松永壮人，野村明成，能城浩和：デジタルポスター95 傍ストーマヘルニア・
その他 傍ストーマヘルニア修復に対するアプローチの工夫で再発を減らす．第29回日本内視鏡外
科学会総会．2016，12，10．プログラム．

47 三好 篤，古賀浩木，北原賢二，堀田千恵子，松藤祥平，奥山佳一郎，姉川 剛，池田 貯，隅
健次，田中聡也，能城浩和：ポスターセッション（177）肝臓 鏡視下手術 合併症ゼロを目指し
た腹腔鏡下肝切除術．第116回日本外科学会定期学術集会．2016，4，14．日程号．

48 三好 篤，内川和也，前田佐知子，梶原脩平，久保 洋，平木将紹，姉川 剛，池田 貯，田中聡
也，北原賢二，佐藤清治：CUSAとソフト凝固を用いた腹腔鏡下肝離断法．第78回日本臨床外科
学会総会．2016，11，26．第78回総会日程・抄録 515．

49 三好 篤，内川和也，前田佐知子，梶原脩平，久保 洋，平木将紹，姉川 剛，池田 貯，田中聡
也，北原賢二，佐藤清治：高難度腹腔鏡下肝切除術における安全な肝離断法．第10回肝臓内視鏡外
科研究会．2016，11，23．

50 三好 篤，古賀浩木，松藤祥平，堀田千恵子，久保 洋，池田 貯，田中聡也，北原賢二：一般ポ
スター演題43 膵広範囲切除後の脂肪肝症例の検討．第28回日本肝胆膵外科学会・学術集会．2016，
6，2‐4．プログラム集．

51 ＊村上総一郎，難波江俊永，江口大樹，萩野利道，内山明彦：ポスターセッション（123）胃 鏡視
下手術 胃切除術－2 肥満が腹腔鏡下胃手術の痰気予後に及ぼす影響の検討．第116回日本外科
学会定期学術集会．2016，4，14．日程号．

52 中村 淳，前田佐知子，江戸 都，佐藤博文，上田純二，能城浩和：ポスター討議20 局所制御と
整容性を両立するための内視鏡補助下乳房部分切除術における工夫．第24回日本乳癌学会学術総会．
2016，6，16‐18．プログラム抄録集 290．
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53 中村 淳，江川紀幸，岩崎寛智，上田純二，能城浩和：一般演題（ポスター）ヘルニア：鏡視下手
術2 高齢者鼠径ヘルニア治療におけるTAPPの妥当性．第71回日本消化器外科学会総会．2016，
7，15．PROGRAM 173．

54 中村 淳，三宅修輔，岩﨑寛智，能城浩和：パネルディスカッション1 超高齢者における鼠径ヘ
ルニアの治療戦略．第14回日本ヘルニア学会学術集会．2016，10，27．プログラム集 2．

55 野村明成，古賀靖大，三宅修輔，岩﨑寛智，平木将紹，與田幸恵，能城浩和：リレーレクチャーセッ
ションＢ下部直腸癌に対するロボット支援下手術の導入と定型化～直腸間膜全切除術からの側方リ
ンパ節郭清まで～．第8回日本ロボット外科学会学術集会．2016，1，30．プログラム・抄録集
51．

56 野村明成，古賀靖大，三宅修輔，岩﨑寛智，平木将紹，與田幸恵，能城浩和：一般演題下部直腸癌
に対するロボット支援下手術の定型化．第8回日本ロボット外科学会学術集会．2016，1，30．プ
ログラム・抄録集 78．

57 野村明成，古賀靖大，三宅修輔，河野 博，與田幸恵，能城浩和：一般演題（20）「直腸 手術・
縫合不全」下部直腸癌に対するロボット支援下手術の有用性の検討．第116回日本外科学会定期学
術集会．2016，4，14．日程号．

58 野村明成，古賀靖大，三宅修輔，岩崎寛智，與田幸恵，能城浩和：サージカルフォーラム下部消化
管1腹腔鏡下括約筋間直腸切除術（Lap total ISR with PESR）～ミストがなく術野がブレない新規
排煙システムの構築～．第70回手術手技研究会．2016，5，21．

59 野村明成：ランチョンセミナー14【3D放映】高難度大腸症例に対する治療戦略～腹腔鏡手術はど
こまで標準化できるか～神経・血管合併切除を伴う腹腔鏡下側方リンパ節郭清．第71回日本消化器
外科学会総会．2016，7，15．PROGRAM.

60 野村明成，古賀靖大，三宅修輔，岩崎寛智，與田幸恵，能城浩和，坂井善治：一般演題（ポスター）
腹腔鏡下直腸低位前方切除術における縫合不全ゼロを目指した直腸切離吻合法の定形化と工夫．第
71回日本消化器外科学会総会．2016，7，15．PROGRAM.

61 野村明成，古賀靖大，三宅修輔，松永壮人，岩﨑寛智，與田幸恵，能城浩和：ビデオパネルディス
カッション3下部直腸癌に対する en bloc な内視鏡下（腹腔鏡下・ロボット支援下）側方リンパ節
郭清を行うためのランドマーク．第78回日本臨床外科学会総会．2016，11，24．第78回総会日程・
抄録 403．

62 野村明成，古賀靖大，三宅修輔，松永壮人，岩﨑寛智，與田幸恵，能城浩和：シンポジウム4結腸
癌に対する腹腔鏡下手術 横行結腸癌に対する腹腔鏡下手術．第29回日本内視鏡外科学会総会．
2016，12，8．プログラム．

63 能城浩和：消化器外科領域におけるコンソールドクターの育成術－佐賀大学での認定医制度．第8
回日本ロボット外科学会学術集会．2016，1，30．プログラム・抄録集 42．

64 能城浩和：ランチョンセミナー進行胃がん困難症例に対する腹腔鏡下手術～今後の展望～．第88回
日本胃癌学会総会．2016，3，19．

65 能城浩和：教育セミナー5膜の発生から考える消化器外科手術－胃－ 胃癌に対する膜の発生に基
づく臨床解剖とその内視鏡外科手術の実践．第71回日本消化器外科学会総会．2016，7，15．PRO-
GRAM.

66 能城浩和，與田幸恵，岩﨑寛智：合同シンポジウム2 胸部食道癌に対するロボット支援下食道切
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除術．第69回日本胸部外科学会定期学術集会．2016，9，28．プログラム集．
67 能城浩和，與田幸恵，岩﨑寛智：消化器外科学会 シンポジウム8 食道癌に対する胸腔鏡手術と

ロボット支援手術．第24回日本消化器関連学会週間 JDDW2016．2016，11，3．プログラム．
68 能城浩和，與田幸恵，岩﨑寛智：シンポジウム2 胸部食道癌の胸腔鏡下手術 腹臥位胸腔鏡下食

道切除術における縦隔郭清手技．第29回日本内視鏡外科学会総会．2016，12，8．プログラム．
69 奥山佳一郎，北島吉彦，志田雅明，中村 淳，脇山幸大：P‐3007 低酸素環境下でマイトファジー

は胃癌細胞の細胞増殖と浸潤能に寄与する．第75回日本癌学会学術総会．2016，10，6‐8．PRO-
GRAM.

70 佐藤博文，平木将紹，馬塲耕一，能城浩和：ポスターセッション（109）基礎 癌・その他 変異
型 p53タンパクを制御する薬剤の探索とメカニズムの解明．第116回日本外科学会定期学術集会．
2016，4，14．日程号．

71 佐藤博文，平木将紹，馬塲耕一，能城浩和：P‐2057 小分子化合物によるHeat Shock protein 70
を介した変異型 p53タンパク分解の可能性．第75回日本癌学会学術総会．2016，10，6‐8．PRO-
GRAM.

72 佐藤博文，中村 淳，前田佐知子，江戸 都，山口 建，内橋和芳，能城浩和：高度の腋窩リンパ
節転移を認めた Paget 病の経験．第24回日本乳癌学会学術総会．2016，616‐18．プログラム抄録
集 411．

73 志田雅明，北島吉彦，中村 淳，馬塲耕一，脇山幸大：Young Investigator’s Award &Travel Grant
（7）低酸素誘導性マイトファジーの破綻介したスキルス胃癌細胞の高悪性性度獲得機序について
の新知見．第116回日本外科学会定期学術集会．2016，4，14．日程号．

74 志田雅明，北島吉彦，能城浩和：一般演題（ポスター）胃：基礎3 低酸素誘導性マイトファジー
の破綻を介したスキルス胃癌細胞の高悪性度獲得機序についての新知見．第71回日本消化器外科学
会総会．2016，7，15．PROGRAM 144．

75 ＊下西智徳，江川紀幸，浅井雅子，川嶋裕資，田中雅之，桧垣賢作，廣橋喜美：デジタルポスター48
膵臓1 当院における腹腔鏡下（補助下）膵体尾部切除術の検討．第29回日本内視鏡外科学会総会．
2016，12，10．プログラム．

76 新川智彦，田中智和，堀田千恵子，井手貴雄，上田純二，能城浩和：デジタルポスター89 後腹膜・
その他2 巨大良性後腹膜腫瘍に対する内視鏡下外科手術．第29回日本内視鏡外科学会総会．2016，
12，10．プログラム．

77 田中 太，古賀靖大，野村明成，三宅修輔，松永壮人，能城浩和：癒着性イレウスに対する腹腔鏡
手術．第26回九州内視鏡下外科手術研究会．2016，9，3．プログラム抄録集 63．

78 田中 太，古賀靖大，野村明成，三宅修輔，松永壮人，能城浩和：ワークショップ15 腸閉塞に対
する腹腔鏡下手術の適応と限界 癒着性イレウスに対する腹腔鏡手術の適応と手術手技．第29回日
本内視鏡外科学会総会．2016，12，10．プログラム．

79 田中智和，井手貴雄，上田純二，能城浩和：一般演題114 胆のう 単孔・RPS2 細径鉗子と単
孔式を評価するー腹腔鏡下胆嚢摘出術における検討ー．第29回日本内視鏡外科学会総会．2016，12，
10．プログラム．

80 鶴 安浩，神谷尚彦，鮫島隆一郎，湯ノ谷誠二：精神症状で発症し診断に苦慮し，急激な転帰をた
どった胃癌による癌性髄膜炎の一例．第88回日本胃癌学会総会．2016，3，17‐19．日本胃癌学会
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記事88回 423．
81 上田純二，伊藤孝太朗，三宅修輔，井手貴雄，能城浩和：ポスターセッション（5）膵臓 合併症

対策・手術手技－1 正常膵に対する自動縫合器による膵断端閉鎖を用いた膵管空腸吻合術．第116
回日本外科学会定期学術集会．2016，4，14．日程号．

82 上田純二，藤井昌志，江川紀幸，河野 博，井手貴雄，能城浩和：要望演題（ポスター）01膵頭十
二指腸切除術における術前抗凝固療法の影響．第28回日本肝胆膵外科学会・学術集会．2016，6，
2‐4．プログラム集．

83 上田純二，田中 太，堀田千恵子，田中智和，井手貴雄，能城浩和：一般演題149 膵臓 機能温
存2 腹腔鏡下脾動静脈温存尾側膵切除術－脾動静脈切除尾側膵切除術との比較．第29回日本内視
鏡外科学会総会．2016，12，10．プログラム．

84 脇山幸大，北島吉彦，田中智和，柳原五吉，平木将紹，上田純二，能城浩和：一般演題（16）胃
基礎－2 YC－1＋GI 療法は低酸素環境下の胃癌に対する理想的薬物療法となりうる．第116回
日本外科学会定期学術集会．2016，4，14．日程号．

85 脇山幸大，北島吉彦，田中智和，金木正夫，馬塲耕一，佐藤博文，中村 淳，柳原五吉，能城浩和：
P‐1223 HIF‐1α阻害剤YC－1＋GI 併用療法は，ワールブルグ効果をターゲットとした胃癌の
新規薬物療法となりうる．第75回日本癌学会学術総会．2016，10，6‐8．PROGRAM.

86 山田浩平，鮫島隆一郎，湯ノ谷誠二：Signet-ring like cell を伴った胃MALTリンパ腫の1例．第
88回日本胃癌学会総会．2016，3，19．第88回日本胃癌学会総会記事 469．

87 山田浩平，鮫島隆一郎，湯ノ谷誠二：腹腔鏡下胆嚢摘出術を施行した高度肥満症の1例．第52回日
本赤十字社医学会総会．2016，10，20‐21．

88 ＊山口 健，中園貴彦，江頭玲子，中村 淳，増田正憲，入江裕之：乳癌周囲の背景乳腺の濃染比：
分子マーカー及び予後因子との関連．第24回日本乳癌学会学術総会．2016，616‐18．プログラム抄
録集 402．

89 ＊山崎真希子，甲斐敬太，坂井 絢，楢崎さやか，中村光男，川久保洋晴，坂田資尚，河野 博，野
村明成，相島慎一：経胃的EUS-FNAが診断に有用であった大腸低分化腺癌の一例．第57回日本臨
床細胞学会総会（春期大会）．2016，5，28‐29．日本臨床細胞学会雑誌55巻 Suppl．1 197．

90 與田幸恵，平木将紹，井手貴雄，古賀靖大，野村明成，能城浩和：胃癌に対するロボット支援下手
術～利点を活かし安全に行う工夫～．第8回日本ロボット外科学会学術集会．2016，1，30．プロ
グラム・抄録集 83．

91 與田幸恵，三宅修輔，岩﨑寛智，能城浩和：腹腔鏡食道切除術における合併症軽減のための工夫．
第26回九州内視鏡下外科手術研究会．2016，9，3．プログラム抄録集 29．

92 與田幸恵，三宅修輔，岩崎寛智，能城浩和：一般演題22 食道悪性5 両肺換気法による腹臥位胸
腔鏡下食道切除術の有用性．第29回日本内視鏡外科学会総会．2016，12，10．プログラム．

93 與田幸恵，河野 博，平木将紹，能城浩和：一般演題（ポスター）食道：鏡視下手術 胸腔鏡下食
道切除術～合併症軽減のための工夫～．第71回日本消化器外科学会総会．2016，7，15．PRO-
GRAM 142．

94 與田幸恵，三宅修輔，河野 博，平木将紹，能城浩和：胃全摘術における完全腹腔鏡下再建～Over-
lap 法を安全に行う工夫～．第88回日本胃癌学会総会．2016，3，19．第88回日本胃癌学会総会記
事 469．
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地方規模の学会
1 江川紀幸，井手貴雄，藤井昌志，河野 博，上田純二，能城浩和：鏡視下手術 腹腔鏡下肝切除に
おける肝切離の工夫．第37回九州肝臓外科研究会 学術集会．2016，1，30．プログラム・抄録集
16．

2 江川紀幸：TAPP術後の再発鼠径ヘルニアに対するTAPPのポイント．第10回九州ヘルニア研究
会学術集会．2016，2，13．プログラム・抄録集抄録集 7．

3 江川紀幸，河野 博，平木将紹，與田幸恵，上田純二，能城浩和：高齢者胃癌症例に対する腹腔下
幽門側胃切除におけるBillroth Ⅱ法再建についての検討．第41回九州代謝・栄養研究会．2016，3，
12．冊子 19．

4 江川紀幸，河野 博，岩崎寛智，平木将紹，與田幸恵，能城浩和：一般演題 胃・十二指腸1 腹
腔鏡下胃全摘術後の挙上空腸食道裂孔部狭窄．第107回日本消化器病学会九州支部例会第101回日本
消化器内視鏡学会九州支部例会．2016，6，25．プログラム抄録集 103．

5 藤井昌志，平木将紹，江川紀幸，河野 博，井手貴雄，上田純二，能城浩和：一般演題 胆3 重
複胆嚢管を伴う胆嚢結石症に対する腹腔鏡下胆嚢摘出術．第107回日本消化器病学会九州支部例会
第101回日本消化器内視鏡学会九州支部例会．2016，6，25．プログラム抄録集 136．

6 ＊福田純也，三好 篤，久保 洋，姉川 剛，池田 貯，田中聡也，北原賢二，佐藤清治：研修医発
表 肝2 肝原発腺扁平上皮癌の一切除例．第107回日本消化器病学会九州支部例会第101回日本消
化器内視鏡学会九州支部例会．2016，6，25．プログラム抄録集 167．

7 堀田千恵子，池田 貯，松藤祥平，久保 洋，古賀浩木，姉川 剛，三好 篤，隅 健次，田中聡
也，北原賢二，佐藤清治：専修医発表 大腸1 原発性虫垂重積症の一例．第107回日本消化器病
学会九州支部例会第101回日本消化器内視鏡学会九州支部例会．2016，6，25．プログラム抄録集
146．

8 井手貴雄，河野 博，三宅修輔，平木将紹，上田純二，能城浩和：シンポジウム1 肝細胞癌の治
療の最前線 再発肝細胞癌に対する治療戦略～腹腔鏡下再肝切除の検討～．第107回日本消化器病
学会九州支部例会第101回日本消化器内視鏡学会九州支部例会．2016，6，24．プログラム抄録集
79．

9 池田翔大，神谷尚彦，古賀智子，山田浩平，鮫島隆一郎，酒井 正，井久保丹，田渕正延，湯ノ谷
誠二，木戸伸一：専修医発表 小腸2 腸重積で発症した小腸腺腫の一例．第107回日本消化器病
学会九州支部例会第101回日本消化器内視鏡学会九州支部例会．2016，6，25．プログラム抄録集
150．

10 池田翔大，福田篤久，上杉 達，村守克己：LPEC針を用いて腹腔鏡下胃前方固定術を施行した小
児胃軸捻転症の一例．第6回日本臨床外科学会佐賀県支部学術集会．2016，3，23．

11 伊藤孝太朗，與田幸恵，岩崎寛智，平木将紹，能城浩和：一般演題 食道2 腐食性食道炎後瘢痕
性狭窄に対する治療戦略－食道形成術による咽頭温存－．第107回日本消化器病学会九州支部例会
第101回日本消化器内視鏡学会九州支部例会．2016，6，25．プログラム抄録集 113．

12 ○甲斐敬太，古賀浩木，相島慎一，山地康大郎，井手貴雄，上田純二，能城浩和：非Ｂ非Ｃ肝細胞癌
と喫煙習慣：手術例における検討．第107回日本消化器病学会九州支部例会第101回日本消化器内視
鏡学会九州支部例会．2016，6，24．プログラム抄録集 95．

13 ○柏田知美，能城浩和：一般演題 胃・十二指腸9 胃がん術後肝転移限局再発症例に対する肝動注
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療法．第107回日本消化器病学会九州支部例会第101回日本消化器内視鏡学会九州支部例会．2016，
6，25．プログラム抄録集 126．

14 北川 浩，松倉史郎，中城博見，鶴 安浩，湯ノ谷誠二：一般演題 大腸6 Ｓ状結腸癌との鑑別
に苦慮した魚骨潰瘍の一例．第107回日本消化器病学会九州支部例会第101回日本消化器内視鏡学会
九州支部例会．2016，6，25．プログラム抄録集 129．

15 古賀靖大：腹腔鏡下横行結腸切除術における全結腸間膜切除（CME）と中枢側高位結紮（CVL）．
第33回福岡大腸手術手技研究会．2016，2，12．

16 ＊古賀智子，神谷尚彦，井久保丹，鶴 安浩，山田浩平，酒井 正，鮫島隆一郎，田渕正延，加藤雅
人，湯ノ谷誠二：一般演題 胃十二指腸6 胃癌，悪性リンパ腫，肝内胆管癌のHBV陽性異時性
多発癌の1切除例．第107回日本消化器病学会九州支部例会第101回日本消化器内視鏡学会九州支部
例会．2016，6，25．プログラム抄録集 110．

17 古賀浩木，松藤祥平，三好 篤，北原賢二：主題1術式ビデオ 各施設における進行肝癌治療の取
り組み．第37回九州肝臓外科研究会 学術集会．2016，1，30．プログラム・抄録集 23．

18 古賀浩木，三好 篤，堀田千恵子，松藤祥平，久保 洋，姉川 剛，池田 貯，隅 健次，田中聡
也，北原賢二，佐藤清治：一般演題 膵3 長期生存が得られている腹膜播種の進行膵癌の一例．
第107回日本消化器病学会九州支部例会第101回日本消化器内視鏡学会九州支部例会．2016，6，25．
プログラム抄録集 135．

19 古賀靖大，野村明成，三宅修輔，能城浩和：一般演題 大腸3 切除不能 stage4大腸癌に対する
原発巣先行切除の意義．第107回日本消化器病学会九州支部例会第101回日本消化器内視鏡学会九州
支部例会．2016，6，25．プログラム抄録集 117．

20 古賀靖大，野村明成，三宅修輔，松永壮人，能城浩和：直腸癌に対する腹腔鏡手術の標準化．第41
回日本大腸肛門病学会九州地方会．2016，10，01．プロブラム・抄録集 45．

21 河野 博，藤井昌志，井手貴雄，上田純二，能城浩和：一般演題 胆3 腹腔鏡下膵頭十二指腸切
除術における胆管空腸吻合術．第107回日本消化器病学会九州支部例会第101回日本消化器内視鏡学
会九州支部例会．2016，6，25．プログラム抄録集 136．

22 久保 洋，柏田知美，志田雅明，辻 博治，小林弘美，能城浩和，北島吉彦：一般演題 胃・十二
指腸9 肺結核を合併し肝動注化学療法にてCRがえられた門脈腫瘍栓を伴う異時性胃癌肝転移の
一例．第107回日本消化器病学会九州支部例会第101回日本消化器内視鏡学会九州支部例会．2016，
6，25．プログラム抄録集 126．

23 前田佐知子，中村 淳，岩崎寛智，上田純二，能城浩和：専修医発表 大腸1 TAPP後再発鼠
径ヘルニアに対するTAPPのポイント．第107回日本消化器病学会九州支部例会第101回日本消化
器内視鏡学会九州支部例会．2016，6，25．プログラム抄録集 147．

24 松藤祥平，堀田千恵子，久保 洋，古賀浩木，姉川 剛，池田 貯，三好 篤，隅 健次，田中聡
也，北原賢二，佐藤清治：示唆に富んだ穿孔性腹膜炎の一例．第6回日本臨床外科学会佐賀県支部
学術集会．2016，3，23．

25 松藤祥平，與田幸恵，岩﨑寛智，能城浩和：食道癌術後胃管気管瘻に対する胸腔鏡下気管瘻閉鎖術．
第26回九州内視鏡下外科手術研究会．2016，9，3．プログラム抄録集 59．

26 松倉史朗，伊藤孝太朗，橋口和義，中城博見：当院における高気圧酸素療法の治療実績～イレウス
治療を中心に～．第17回九州高気圧環境医学会．2016，6，4．プログラム・抄録集 26．
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27 松倉史朗，北川 浩，中城博見：一般演題 その他 当院にて高気圧酸素療法を行ったイレウスの
治療戦略．第107回日本消化器病学会九州支部例会第101回日本消化器内視鏡学会九州支部例会．
2016，6，25．プログラム抄録集 120．

28 松永壮人，野村明成，田中 太，山口友範，三宅修輔，岩﨑寛智，與田幸恵，古賀靖大，能城浩和：
下部直腸癌に対するTransanal Laparoscopic total mesorectal excision（Ta-TME）．第26回九州内
視鏡下外科手術研究会．2016，9，3．プログラム抄録集 39．

29 松尾達也，萩原 淳：腸閉塞にて発症した回腸血管脂肪腫の一例．第107回日本消化器病学会九州
支部例会第101回日本消化器内視鏡学会九州支部例会．2016，6，25．プログラム抄録集 115．

30 ＊松山 悟，田中亮介，橋口一利：一般演題 大腸3 結腸膀胱瘻を伴ったＳ状結腸憩室炎に対し腹
腔鏡下手術を施工した1例．第107回日本消化器病学会九州支部例会第101回日本消化器内視鏡学会
九州支部例会．2016，6，25．プログラム抄録集 117．

31 三宅修輔，古賀靖大，松永壮人，野村明成，能城浩和：右側結腸癌に対する内視鏡外科手術におけ
るアプローチ法の検討．第26回九州内視鏡下外科手術研究会．2016，9，3．プログラム抄録集
44．

32 三宅修輔，古賀靖大，中村宏彰，野村明成，能城浩和：一般演題 胃・十二指腸1 大腸癌イレウ
スに対する大腸ステントの有用性．第107回日本消化器病学会九州支部例会第101回日本消化器内視
鏡学会九州支部例会．2016，6，25．プログラム抄録集 103．

33 三好 篤，松藤祥平，古賀浩木，北原賢二：鏡視下手術 腹腔鏡下肝外側区域切除術を安全に施行
するための工夫．第37回九州肝臓外科研究会 学術集会．2016，1，30．プログラム・抄録集 14．

34 三好 篤，内川和也，前田佐知子，梶原脩平，久保 洋，平木将紹，姉川 剛，池田 貯，田中聡
也，北原賢二，佐藤清治：高難度腹腔鏡下肝切除術の現況．第66回佐賀胆・膵研究会．2016，11，
18．

35 村上総一郎，難波江俊永，相良亜希子，江口大樹，萩野利達，川本雅彦，梅田修洋，石川幹真，内
山明彦：一般演題 胃・十二指腸1 Knotless barbed suture を用いた上部消化管潰瘍穿孔症例に
対する腹腔鏡下手術．第107回日本消化器病学会九州支部例会第101回日本消化器内視鏡学会九州支
部例会．2016，6，25．プログラム抄録集 102．

36 中村宏彰，古賀靖大，三宅修輔，野村明成，能城浩和：一般演題 大腸5 大腸憩室炎に対する腹
腔鏡下手術．第107回日本消化器病学会九州支部例会第101回日本消化器内視鏡学会九州支部例会．
2016，6，25．プログラム抄録集 128．

37 中村 淳，岩崎寛智，上田純二，能城浩和：一般演題 その他 抗血栓薬内服中の鼠径ヘルニア患
者に対するTAPPの治療戦略．第107回日本消化器病学会九州支部例会第101回日本消化器内視鏡
学会九州支部例会．2016，6，25．プログラム抄録集 120．

38 ＊中村 康，廣橋喜美，川嶋裕資，浅井雅子，田中雅之，下西智徳，檜垣賢作：専門医発表 胃十二
指腸2 S1＋CDDP＋トラスツズマブが著効した高度進行HER2陽性胃癌の1例．第107回日本
消化器病学会九州支部例会第101回日本消化器内視鏡学会九州支部例会．2016，6，25．プログラ
ム抄録集 140．

39 野村明成，古賀靖大，三宅修輔，與田幸恵，岩崎寛智，能城浩和：ワークショップ2 消化器癌に
対する内視鏡外科の位置づけ 下部直腸癌に対する内視鏡外科手術～腹腔鏡手術・ロボット支援下
手術・経肛門内視鏡下手術～．第107回日本消化器病学会九州支部例会第101回日本消化器内視鏡学
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会九州支部例会．2016，6，25．プログラム抄録集 89．
40 野村明成：イブニングセミナー2 大腸癌に対する内視鏡外科の全て～術野展開方法と使用機器へ

のこだわりが手術を決める～．第107回日本消化器病学会九州支部例会第101回日本消化器内視鏡学
会九州支部例会．2016，6，24．プログラム抄録集 36．

41 野村明成：ランチョンセミナー 消化管手術における合併症軽減の為の工夫～腹腔鏡下大腸癌手術
を安全に行うために～．第91回中国四国外科学会総会・第21回中国四国内視鏡外科研究会．2016，
9，2．

42 野村明成，古賀靖大，三宅修輔，松永壮人，岩﨑寛智，與田幸恵，能城浩和：ランチョンセミナー
消化管手術における合併症軽減の為の工夫～腹腔鏡下大腸癌手術を安全に行うために～．第26回九
州内視鏡下外科手術研究会．2016，9，3．プログラム抄録集 41．

43 能城浩和：第24回日本外科学会生涯教育セミナー（九州地区）胃癌に対するロボット手術．第53回
九州外科学会第53回九州小児外科学会第52回九州内分泌外科学会．2016，5，13．合同プログラ
ム・抄録集 17．

44 能城浩和：教育講演「da vinci（ダビンチ）を用いたロボット手術について」．第17回九州高気圧環
境医学会．2016，6，4．プログラム・抄録集．

45 能城浩和：胃全摘術．関東腹腔鏡下胃切除研究会．2016，9，24．第30回関東腹腔鏡下胃切除研究
会プロブラム．

46 ＊坂井 絢，甲斐敬太，山崎真希子，楢崎さやか，中村光男，川久保洋晴，坂田資尚，河野 博，野
村明成，相島慎一：肉腫あるいは癌肉腫との鑑別を要した大腸低分化腺癌の一例．第32回佐賀県臨
床細胞学会地方会．2016，2，20．プログラム集 3．

47 佐藤博文，中村 淳，前田佐知子，江戸 都，山本美保子，山口 健，内橋和芳，甲斐敬太，能城
浩和：高度の腋窩リンパ節転移を認めた Paget 病の経験．第13回日本乳癌学会九州地方会．2016，
3，5‐6．プログラム・抄録集 29．

48 新川智彦，井手貴雄，堀田千恵子，田中智和，上田純二，能城浩和：Solid-pseudopapillary tumor
に対する腹腔鏡下脾臓温存膵体尾部切除術．第26回九州内視鏡下外科手術研究会．2016，9，3．
プログラム抄録集 37．

49 ＊竹下一生，廣橋喜美，檜垣賢作，下西智徳，田中雅之，川嶋裕資，浅井雅子，中村 康：研修医発
表 小腸 イレウス術後に発生した破傷風の1例．第107回日本消化器病学会九州支部例会第101回
日本消化器内視鏡学会九州支部例会．2016，6，25．プログラム抄録集 161．

50 田中 太，古賀靖大，野村明成，三宅修輔，能城浩和：専修医発表 大腸1 腸重積を伴う小腸腫
瘍の2切除例．第107回日本消化器病学会九州支部例会第101回日本消化器内視鏡学会九州支部例会．
2016，6，25．プログラム抄録集 146．

51 田中智和，新川智彦，堀田千恵子，井手貴雄，上田純二，能城浩和：後腹膜腫瘍に対する内視鏡下
外科手術手技．第26回九州内視鏡下外科手術研究会．2016，9，3．プログラム抄録集 63．

52 田中智和，井手貴雄，上田純二，能城浩和：切除可能膵癌に対する術前化学療法の有用性～短期成
績のおける評価～．第108回日本消化器病学会九州支部例会．2016，11，26．プログラム・抄録集
94．

53 内川和也，三好 篤，久保 洋，姉川 剛，池田 貯，田中聡也，北原賢二，佐藤清治：胆嚢管十
二指腸吻合術後50年経過して発生した肝内胆管癌の一例．第53回九州外科学会第53回九州小児外科
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学会第52回九州内分泌外科学会．2016，5，13．合同プログラム・抄録集．
54 上田純二，堀田千恵子，新川智彦，田中智和，井手貴雄，能城浩和：腹腔鏡下髀動静脈温存尾側膵

切除術ー脾動静脈切除尾側膵切除術との比較．第26回九州内視鏡下外科手術研究会．2016，9，3．
プログラム抄録集 37．

55 脇山幸大，北島吉彦，田中智和，金木正夫，馬塲耕一，佐藤博文，奥山桂一郎，北川 浩，中村
淳，柳原五吉，能城浩和：Warburg 効果をターゲットとした胃癌に対する新規薬物療法～HIF‐1α
阻害剤YC－1＋GI 療法の機序解析と臨床応用への可能性．第4回がんと代謝研究会 in 鹿児島．
2016，7，7‐8．プログラム・発表抄録収集 73．

56 山田浩平，井久保丹，湯ノ谷誠二：食道癌術後3年，膵癌術後4ヶ月で上腸間膜静脈（SMV）閉
塞を来した急性腹症の1例．第6回日本臨床外科学会佐賀県支部学術集会．2016，3，23．

57 山田浩平，神谷尚彦，池田翔太，古賀智子，黒木英男，鮫島隆一郎，酒井 正，井久保丹，田渕正
延，湯ノ谷誠二：腹腔鏡下胆嚢摘出術困難症例における術前ENBDチューブ留置の有用性につい
て．第26回九州内視鏡下外科手術研究会．2016，9，3．プログラム抄録集 35．

58 山田浩平，鮫島隆一郎，古賀智子，鶴 安浩，神谷尚彦，酒井 正，井久保丹，田渕正延，湯ノ谷
誠二：一般演題 大腸1 腹腔内膿瘍と鑑別困難であった回盲部低分化腺癌の1例．第107回日本
消化器病学会九州支部例会第101回日本消化器内視鏡学会九州支部例会．2016，6，24．プログラ
ム抄録集 97．

59 山口友範，大髙和真，佐藤 建，伊山明宏：胆嚢捻転症の2例．第107回日本消化器病学会九州支
部例会第101回日本消化器内視鏡学会九州支部例会．2016，6，25．プログラム抄録集 137．

60 ＊山口俊介，向井伸介：一般演題 胆1 胆嚢結石，黄色肉芽腫性胆嚢炎に対して PTGBDチュー
ブ留置中に胆嚢十二指腸瘻を来した1例．第107回日本消化器病学会九州支部例会第101回日本消化
器内視鏡学会九州支部例会．2016，6，25．プログラム抄録集 98．

61 山地康大郎，甲斐敬太：349‐10 乳腺腫瘍（tubular carcinoma）．第349回九州・沖縄スライドコ
ンファレンス．2016，1，30．

62 山地康大郎，甲斐敬太：乳腺腫瘍．第349回日本病理学会九州・沖縄支部スライドコンファレンス．
2016，1，30．

63 山地康大郎，甲斐敬太，相島慎一，古賀浩木，井手貴雄，上田純二，能城浩和：非Ｂ非Ｃ肝細胞癌
に外科切除例におけるオカルトHBV感染の状況．第107回日本消化器病学会九州支部例会第101回
日本消化器内視鏡学会九州支部例会．2016，6，24．プログラム抄録集 95．

64 與田幸恵，三宅修輔，岩崎寛智，井手貴雄，古賀靖大，野村明成，能城浩和：一般演題 胃十二指
腸1 胃癌に対するロボット支援下の現状と展望．第107回日本消化器病学会九州支部例会第101回
日本消化器内視鏡学会九州支部例会．2016，6，25．プログラム抄録集 103．

その他の学会
1 堀田千恵子，井手貴雄，田中智和，上田純二，能城浩和：胆管腺扁平上皮癌の一例．第65回佐賀胆・
膵研究会．2016，6，6．

2 池田翔大，神谷尚彦，古賀智子，山田浩平，黒木英男，鮫島隆一郎，酒井 正，井久保丹，田渕正
延，湯ノ谷誠二：肝腫瘍の一切除例．第65回佐賀胆・膵研究会．2016，6，6．

3 岩﨑寛智：標準的なTAPP法手技～ハンズオン～ 講師．SAGA UNIVERSITY INGUINAL HER-
NIA セミナー～腹腔鏡下鼠径ヘルニア修復術TAPP法ハンズオンセミナー．2016，10，11．

―16―



職 名 氏 名 補助金（研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
（千円）

助 教 平木 将紹 科学研究費助成事業 若手研究B 低酸素環境下での変異型 p53に対する
癌治療戦略

1，300

助 教 中村 淳 科学研究費助成事業 基盤研究C ミトコンドリアマイトファジー機構の
破綻を介した胃癌悪性度亢進の新規メ
カニズム解明

1，200

4 岩﨑寛智：教室における上部消化管診療の現状と課題．平成28年度 佐賀大学医学部一般・消化器
外科 第39回開講記念講演会．2016，10，15．

5 梶原修平，三好 篤，北原賢二：長期観察を行った IPMNの一例．第65回佐賀胆・膵研究会．2016，
6，6．

6 ○柏田知美：基調講演②サイラムザの副作用マネジメント～実臨床での経験を踏まえて～．胃がんサ
イラムザ講演会 in 佐賀．2016，5，20．

7 松藤祥平，與田幸恵，岩崎寛智，能城浩和：主演題ⅲ：共有したい（印象に残る，記憶に残る）食
道癌の治療例 食道癌術後胃管気管瘻に対する胸腔鏡下気管瘻閉鎖術．第44回九州食道癌合併療法
談話会．2016，7，23．

8 松永壮人：教室におけるERCPの現状と役割．平成28年度 佐賀大学医学部一般・消化器外科
第39回開講記念講演会．2016，10，15．

9 三好 篤：高難度腹腔鏡下肝切除術の現況．第65回佐賀胆・膵研究会．2016，6，6．
10 中村 淳：ワークッショップ 乳腺 明日から使える乳癌手術のひと工夫－皮膚から再建まで－．

第37回佐賀外科治療フォーラム．2016，7，2．
11 能城浩和：Current status of minimally invasive surgery for gastric and esophagogastric junctional

cancer in Japan．和歌山県立医科大学助成事業 若手研究者による国際シンポジウム等開催助成事
業：Advances in Gastric Cancer Treatment～Wakayama Medical University International Sympo-
sium．2016，3，11．

12 能城浩和：胃癌低侵襲手術の導入と将来．第4会佐世保消化器癌フォーラム．2016，8，5．
13 能城浩和：特別講演 術前化学療法併用の腹腔鏡下胃癌手術．胃癌周術期治療講演会．2016，10，

7．
14 能城浩和：胃がんに対する内視鏡外科の最前線．Chugai GI Cancer Symposium in shimane．2016，
10，13．

15 能城浩和：1部 食道．FKQ．2016，10，29．
16 田中智和：教室における基礎研究の現状と展望．平成28年度 佐賀大学医学部一般・消化器外科

第39回開講記念講演会．2016，10，15．
17 與田幸恵：化学療法 胃癌術後化学療法～ガイドラインとその実際．第37回佐賀外科治療フォーラ

ム．2016，7，2．
18 與田幸恵：食道がん術後疼痛管理について．佐賀術後管理セミナー．2016，11，11．

研究助成等
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職 名 氏 名 学術（学会）賞名 受 賞 課 題

博士課程 脇山 幸大 優秀ポスター発表賞 第4回がんと代
謝研究会 in 鹿児島

P‐1223 HIF‐1α阻害剤YC－1＋GI 併用療法は，
ワールブルグ効果をターゲットとした胃癌の新規薬物
療法となりうる プログラム・発表抄録収集 73

学術（学会）賞
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